
※大正から昭和初期の部分については図書館で把握しているもののみ記載させていただいております。

　（閉館時期についても省略）

大正 １３年 ３月 大宮町立図書館、大宮小学校内に開館

６月 野田村立簡易図書館、野田小学校内に開館

８月 谷田村立図書館、谷田小学校内に開館

尾間木村立図書館、尾間木小学校内に開館

９月 浦和町立少年図書館、浦和小学校内に開館

大門村立図書館、大門小学校内に開館

与野町立図書館、与野小学校内に開館

１４年 植水村立図書館、植水小学校内に開館

昭和 ３年 七里村立図書館、七里小学校内に開館

川通村立川通図書館、川通小学校内に開館

岩槻町立岩槻図書館、岩槻小学校内に開館

和土村立和戸図書館、和土小学校内に開館

４年 片柳図書館、片柳小学校内に開館

三室村立三室図書館、三室小学校内に開館

９年 浦和市立第二少年図書館、常盤小学校内に開館

浦和市立第五図書館、本太小学校内に開館

２８年 ４月 大宮市立図書館設置条例施行

４４年 ６月 与野市公民館図書室開設

４６年 ４月 与野市図書館開館

９月 岩槻市立中央図書館開館

４７年 ７月 移動図書館「なかよし号」（与野）巡回開始

４８年 ２月 大宮市立図書館（のち大宮図書館に改称）、高鼻町に新館開館

７月 移動図書館「ほたる号」（大宮）巡回開始

４９年 １月 浦和市立図書館（のち北浦和図書館に改称）開館

４月 移動図書館「しらさぎ号」（浦和）巡回開始

９月 ４配本所（大宮）開室、以降順次開室（のち図書館開館等により順次閉室）

５０年 １０月 移動図書館「こだま号」（岩槻）巡回開始

５１年 １０月 浦和市立図書館中央分館（のち北浦和図書館東高砂分館に改称）開館

５３年 ５月 岩槻市立中央図書館（のち岩槻図書館に改称）新館開館

５３年 １０月 与野市図書館南分館、大戸小学校内に開設

５６年 １２月 与野市図書館（のち与野図書館に改称）新館開館

６０年 ８月 浦和市立南浦和図書館開館

６１年 ４月 与野市図書館南分館（のち与野図書館南分館,与野南図書館に改称）新館開館

６２年 ６月 大宮市立西部図書館（のち大宮西部図書館に改称）開館

平成 ４年 ６月 大宮市立東図書館（のち大宮東図書館に改称）開館

１０月 与野市図書館西分館（のち与野図書館西分館に改称）開館

５年 ３月 移動図書館「なかよし号」廃止

６年 １０月 ４市１町（浦和・大宮・上尾・与野・伊奈）広域利用開始

７年 １月 浦和市図書館、戸田市図書館と相互利用開始

４月 浦和市図書館、川口市図書館と相互利用開始

８年 ４月 岩槻市立岩槻駅東口図書館開館

９年 ４月 浦和市図書館、蕨市図書館と相互利用開始

４月 浦和市立東浦和図書館開館

１０年 ４月 岩槻市立東部図書館（のち岩槻東部図書館に改称）開館

６月 大宮市立春野図書館開館

１２年 ５月 大宮市立西部図書館三橋分館（のち大宮西部図書館三橋分館に改称）開館

７月 大宮市立七里図書館、宮原図書館開館

１３年 ５月 さいたま市誕生

１１月 さいたま市図書館協議会・さいたま市視聴覚ライブラリー運営委員会発足

１４年 ７月 馬宮図書館開館

１５年 ４月 政令指定都市へ移行

１６年 ７月 桜木図書館開館

１７年 ３月 図書館コンピュータシステムの一元化

４月 岩槻市編入　岩槻図書館、岩槻駅東口図書館、岩槻東部図書館が

加わり、さいたま市図書館１９館に

６月 インターネット予約開始

７月 桜図書館開館

１８年 １月 岩槻区のシステムを統合

２ 図書館案内
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平成 １８年 ３月 移動図書館「こだま号」廃止

移動図書館「しらさぎ号」が「こだま号」担当駐車場の巡回開始

４月 ３市（川越・春日部・蓮田）広域利用開始

視聴覚資料の予約受付開始

５月 片柳図書館開館

１１月 移動図書館「ほたる号」廃止、「宝くじ号」巡回開始

１９年 ４月 桜図書館大久保東分館開館

与野図書館南分館が与野南図書館に昇格

利用時間、開館日の拡充（開館時刻の統一、月末休館日の廃止）

５月 市内９館と３分館にて、窓口業務（貸出、返本、書架整理等の定型的業務）

委託開始

９月 北浦和図書館東高砂分館閉館

１１月 中央図書館開館
図書館組織の再編成

（中央図書館、拠点図書館、地区図書館・分館の３構成になる）

１２月 移動図書館「しらさぎ号」廃止

移動図書館「宝くじ号」が「しらさぎ号」担当駐車場の巡回開始

２０年 ４月 市内３分館の全面窓口業務委託開始

５月 北図書館開館（設計と建設はＰＦＩ事業で実施）

視聴覚ライブラリーの統合、北図書館内にリニューアルオープン

２２年 ３月 図書館コンピュータシステムの更新

メールマガジン配信開始

４月 貸出点数の変更（各館で１０点までから、全館で３０点までに変更）

６月 長期延滞利用者に対する貸出停止の実施

行財政改革公開審議「図書館管理運営事業について」の開催（第１回、第２回

は７月に実施）

１１月 中央図書館にて図書館海援隊への参加

２３年 ３月 東日本大震災後の計画停電による臨時休館、利用時間の変更等を実施

２４年 ３月 与野図書館でＩＣタグによる資料管理開始

４月 休館日分散化・利用時間の変更

馬宮、宮原、与野南、岩槻東部図書館で窓口等業務委託開始

２５年 １月 武蔵浦和図書館開館、南浦和図書館が地区館に

４月 大宮東、七里、片柳図書館で窓口等業務委託開始

８月 行財政改革公開審議「図書館運営の見直し」の開催
１１月 「さいたま市図書館への指定管理者制度導入について」を図書館協議会に諮問

（平成２６年１１月に答申）

２６年 ４月 桜木、岩槻駅東口図書館で窓口等業務委託開始

６月 国立国会図書館デジタル化資料送信サービスの開始

８月 行財政改革公開審議「図書館への指定管理者制度の活用」の開催

２７年 ３月 東浦和駅前に「図書館専用返却ポスト」を設置

９月 指定管理者制度導入について条例改正

２８年 １月 美園図書館開館

３月 図書館コンピュータシステムの更新（電子書籍サービス開始）

東浦和図書館、宮原図書館でＩＣタグによる資料管理開始

６月 大宮図書館指定管理者の指定について市議会で議決

１０月 宮原駅前に「図書館専用返却ポスト」を設置

２９年 ３月 大宮西部図書館、南浦和図書館、桜図書館大久保東分館でＩＣタグによる資料管理

開始
１１月 Twitterによる情報発信を開始

３０年 ３月 大宮西部図書館三橋分館、春野図書館でＩＣタグによる資料管理開始

５月 音楽配信データベース「ナクソス・ミュージック・ライブラリー」を導入

１０月 西浦和駅市民の窓口敷地内に「図書館専用返却ポスト」を設置

３１年 ３月 北浦和図書館でＩＣタグによる資料管理開始

移動図書館「宝くじ号」廃止、「あじさい号」巡回開始

令和 元年 ５月 大宮図書館移転開館

２年 ３月 大宮東図書館、岩槻図書館、与野南図書館、与野図書館西分館でＩＣタグによる

資料管理開始

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため臨時休館を実施

４月 １市（白岡）広域利用開始

６月 新型コロナウイルス感染症拡大防止のための臨時休館より再開

３年 ３月 桜木図書館、馬宮図書館、七里図書館、岩槻駅東口図書館、岩槻東部図書館、移動

図書館でＩＣタグによる資料管理を開始し、全館でＩＣタグによる資料管理が可能に


